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一 

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化 

 

添
田 

晴
雄 

 

一
．
は
じ
め
に 

 
 

 

平
成
二
〇
～
二
二
年
度
の
三
年
間
、
わ
れ
わ
れ
は
教
育
風
俗
研
究
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し
た
研
究
会
を
組
織
し
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

(

Ｂ)

）
の
補
助
を
得
て
、（
課
題
番
号 

20330175

）「
深
層
構
造
と
し
て
の
教

育
文
化
解
明
の
た
め
の
比
較
教
育
文
化
（「
モ
ノ
」「
コ
ト
」）
史
研
究
」
を
進
め

て
き
た
。
教
育
の
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
着
目
し
な
が
ら
比
較
研
究
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
本
研
究
談
叢
の
創
刊
以
来
の
研
究
枠
組
み
で
あ
り
、
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
理
解
を
深
め
、
か
つ
、
研
究
業
績
を
積
ん
で
き
た(

1)

し
か
し
、
表
題
に
あ
る
「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
」
と
い
う
概
念
は
、

既
存
の
も
の
で
は
な
く
、
本
研
究
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
視
点
と
し
て
、
新

た
に
模
索
的
に
設
定
し
た
概
念
で
あ
る
。 

 

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
分
析
ツ
ー
ル
と
し
て
の
「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育

文
化
」の
概
念
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
分
野
、

国
の
教
育
に
お
け
る
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
つ
い
て
、
比
較
分
析
、
歴
史
分
析
を

行
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
持
ち
寄
り
、
改
め
て
「
深
層
構
造
と

し
て
の
教
育
文
化
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
は
、
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、「
深
層
構
造
と
し
て

の
教
育
文
化
」の
概
念
を
検
討
し
て
き
た
。当
初
か
ら
予
想
は
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
作
業
は
、「
文
化
」
と
は
何
か
、「
教
育
」
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
包
括
的

根
本
的
な
問
題
に
も
拡
散
し
、「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
」
の
概
念
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
、
一
朝
一
夕
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
章

で
は
、
科
研
補
助
金
期
間
を
終
え
る
節
目
に
あ
た
っ
て
、
現
在
ま
で
の
暫
定
的

な
「
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
」
の
概
念
に
つ
い
て
の
整
理
を
試
み
る
。 

 

二
．
文
化
と
は 

 

「
文
化
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
哲
学
者
、
社
会

学
者
、
人
類
学
者
な
ど
が
定
義
を
し
議
論
を
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
古
典

的
な
定
義
と
さ
れ
る
の
が
、
タ
イ
ラ
ー
（Edward Burnett Tylor

）
の
著
書

の
冒
頭
で
な
さ
れ
て
い
る
定
義
で
あ
る
。 

 

文
化
も
し
く
は
文
明
を
、
広
く
文
化
誌
的
意
味
か
ら
解
釈
す
れ
ば
、

知
識
、
信
仰
、
芸
術
、
道
徳
、
法
律
、
慣
行
、
そ
の
他
、
人
が
社
会
の

成
員
と
し
て
身
に
つ
け
た
、
能
力
や
習
性
を
含
み
こ
む
複
合
的
な
総
体

で
あ
る(

2)

。 
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「
能
力
や
習
性
」
が
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、

定
義
の
最
後
が
、「
～
を
含
み
こ
む
複
合
的
な
総
体
」
と
な
っ
て
お
り
、「
能
力

や
習
性
」
以
外
の
要
素
も
暗
黙
に
想
定
さ
れ
て
い
る
定
義
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、そ
の
複
合
的
な
総
体
の
中
身
は
何
か
。『
縮
刷
版 

社
会
学
事
典
』

の
「
文
化
項
目
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

文
化
項
目

culture items 

文
化
を
構
成
す
る
最
小
の
要
素
。
文
化

特
性
（culture traits
）
と
も
言
う
。
物
質
文
化
面
で
は
モ
ノ
や
道

具
、
精
神
文
化
面
で
は
知
識
や
宗
教
、
制
度
的
文
化
で
は
法
や
慣
習
な

ど
。
文
化
体
系
の
分
析
上
の
単
位
で
あ
る
と
と
も
に
、
文
化
の
発
展
や

伝
播
の
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
際
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
特
異
な
文
化

項
目
群
（
文
化
複
合
）
の
存
在
に
着
目
し
て
、
文
化
圏
の
設
定
が
お
こ

な
わ
れ
る(

3)

。 

 

物
質
文
化
面
、
精
神
文
化
面
、
制
度
文
化
面
の
三
側
面
に
触
れ
て
い
る
。
後

二
者
は
、
タ
イ
ラ
ー
が
明
示
的
に
定
義
し
た
内
容
に
対
応
し
て
い
る
が
、
新
た

に
、
物
質
文
化
面
か
ら
の
文
化
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
石
川
実
は
、
マ
リ

ノ
フ
ス
キ
ー
の
研
究
を
分
析
し
て
、「
彼
も
文
化
の
内
容
を
、
お
お
ま
か
に
（
１
）

物
質
財
、（
２
）
慣
習
、（
３
）
観
念
の
三
種
類
に
種
別
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
」

と
し
て
い
る(

4)

。 

 

そ
こ
で
、
タ
イ
ラ
ー
の
定
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、
物
質
文
化
面
も
明
示
的
に
言

及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
定
義
を
し
て
み
た
。 

 

文
化
と
は
、
社
会
を
構
成
す
る
人
々
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
、
共
有
さ

れ
、
伝
達
さ
れ
る
（
Ａ
）
行
動
様
式
な
い
し
生
活
様
式
、（
Ｂ
）
感
じ
方
、

考
え
方
、
価
値
観
、（
Ｃ
）
有
形
・
無
形
の
成
果
、
の
総
体
で
あ
る
。 

 

定
義
中
の
（
Ａ
）
は
生
活
上
の
必
要
に
も
と
づ
き
反
復
し
て
行
わ
れ
る
行
動

様
式
で
、
サ
ム
ナ
ー
（William Graham Sumner

）
が
フ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ
ズ

（folkways

、
習
俗
、
民
習
と
訳
さ
れ
る
）
と
呼
ん
で
い
る
も
の
に
対
応
し
、

風
習
ほ
ど
任
意
的
で
な
く
法
や
制
度
ほ
ど
の
強
制
力
が
な
い
が
、
一
定
の
集
団

の
人
々
に
よ
っ
て
強
く
支
持
さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
人
々
の
価
値
体
系
と
結
び
つ

い
て
い
る
様
式
で
あ
る
。 

 

（
Ｂ
）
は
、
あ
る
集
団
に
共
通
す
る
生
き
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
、
価
値
観
、

行
動
様
式
を
意
味
づ
け
る
文
法
で
あ
り
、
認
知
の
た
め
の
地
図
で
あ
る
。
デ
ュ

ル
ケ
ー
ム
（Émile Durkheim

）
の
集
合
意
識
や
集
合
感
情
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（Max 

Weber

）
の
エ
ー
ト
ス
に
近
い
概
念
で
、
あ
る
社
会
の
精
神
構
造
、
認
知
体
系
、

信
念
体
系
と
言
っ
て
も
よ
い
。 

 

（
Ｃ
）
は
、
文
化
遺
産
、
有
形
・
無
形
文
化
財
と
し
て
保
護
の
対
象
に
も
な

る
も
の
も
含
む
が
、
一
般
的
・
日
常
的
な
人
造
物
や
営
み
を
指
す
。 

 

と
く
に
（
Ａ
）
の
行
動
様
式
や
（
Ｂ
）
の
認
知
体
系
に
顕
著
で
あ
る
が
、
あ

る
文
化
を
担
っ
て
い
る
成
員
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ら
が
あ
ま
り
に
も
日
常
化
し
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て
お
り
、「
あ
た
り
ま
え
」
過
ぎ
て
、
自
ら
の
文
化
の
特
徴
に
気
づ
か
な
い
こ
と

も
多
い
。 

 

三
．
教
育
文
化
と
は 

 

こ
の
「
文
化
」
の
定
義
を
、
そ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
教
育
文
化
に
当

て
は
め
る
と
、
教
育
文
化
は
、
社
会
を
構
成
す
る
人
々
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
、

共
有
さ
れ
、
伝
達
さ
れ
る
（
Ａ
）
教
育
の
行
動
様
式
な
い
し
実
践
様
式
、（
Ｂ
）

教
育
に
関
す
る
感
じ
方
、
考
え
方
、
価
値
観
、（
Ｃ
）
教
育
に
関
す
る
人
造
物
の

総
体
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
Ａ
）
は
、
た
と
え
ば
、
子
ど
も
の
育
て
方
、
し
つ
け
方
、
ほ
め
方
・
叱
り

方
、
子
育
て
情
報
の
共
有
方
法
、
宮
詣
り
・
七
五
三
・
子
ど
も
の
日
・
ひ
な
祭

り
な
ど
の
子
ど
も
の
年
中
行
事
、
子
ど
も
の
遊
び
、
子
ど
も
も
参
加
す
る
地
域

の
祭
り
、
お
け
い
こ
・
塾
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
学
年
歴
・
学
期
の
区
切
り
、
時
間

割
、
休
み
時
間
、
入
学
式
・
卒
業
式
、
始
業
式
・
終
業
式
、
登
下
校
、
朝
礼
・

終
礼
、
学
級
開
き
、
係
活
動
、
班
活
動
、
授
業
前
後
の
起
立
・
礼
、
典
型
的
な

授
業
展
開
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
の
使
わ
れ
方
、
学
習
や
授
業
に
お
け
る
文
字
・

音
声
言
語
使
用
、
宿
題
、
試
験
、
通
知
簿
、
学
校
に
お
け
る
体
罰
、
学
級
編
成
、

進
級
・
留
年
、
学
級
会
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
学
校
掃
除
、
学
校
給
食
、
運

動
会
、
文
化
祭
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
遠
足
、
修
学
旅
行
、
学
校
健
康
診
断
、

部
活
動
、
児
童
・
生
徒
会
活
動
、
校
歌
、
同
窓
会
、
国
旗
・
国
歌
の
扱
い
、
宗

教
の
扱
い
、
学
校
の
開
放
制
、
保
護
者
会
、
参
観
日
、
教
員
の
勤
務
時
間
、
授

業
研
究
の
仕
方
、
教
員
研
修
の
仕
方
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
扱
い
方
、
受
験
雑
誌
、

子
ど
も
向
け
雑
誌
・
図
書
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
の
中
で
日
常
的
に
当
然
の
こ
と
と
し
て
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る

教
育
の
「
慣
行
の
束
」(

5)

、
教
育
の
普
遍
的
実
態
・
事
実
が
教
育
文
化
で
あ

る
。
中
に
は
法
令
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
あ
る
が
、
そ
の
存
在
意
義

が
当
該
の
社
会
の
成
員
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
仮
に
法

令
等
の
規
定
が
な
く
て
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
存
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
教
育

の
行
動
様
式
は
教
育
文
化
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
る
。 

 

（
Ａ
）
の
よ
う
な
日
常
的
な
教
育
様
式
と
し
て
の
教
育
文
化
が
、
自
明
の
こ

と
、「
あ
た
り
ま
え
」
の
こ
と
と
認
識
さ
れ
る
背
景
を
形
成
し
て
い
る
の
が
（
Ｂ
）

の
価
値
観
と
し
て
の
教
育
文
化
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
子
ど
も
観
、「
よ
い
子
」

像
、
子
育
て
観
、
し
つ
け
観
、
理
想
の
親
像
、
理
想
の
大
人
・
子
ど
も
関
係
像
、

学
校
観
、
学
歴
観
、
保
護
者
が
学
校
に
期
待
す
る
指
導
内
容
、
学
力
観
、
学
習

観
、
理
想
的
な
授
業
像
、
理
想
的
な
授
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
像
、
競
争
に

対
す
る
考
え
方
、
試
験
観
、
集
団
活
動
に
対
す
る
考
え
方
、
協
力
に
関
す
る
価

値
観
、
体
罰
観
、
教
師
観
、
研
修
観
、
理
想
の
先
輩
・
後
輩
関
係
像
、
理
想
の

教
師
・
生
徒
関
係
像
、
愛
校
心
、
学
級
帰
属
意
識
、
学
習
意
欲
、
勤
勉
態
度
、
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
観
な
ど
で
あ
る
。 

 

（
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
藩
校
遺
跡
や
明
治
初
期
に
建
設
さ
れ
た
擬
洋
風
の
校

舎
等
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
常
的
に
教
育
活
動
に
使
用
さ
れ
て
き
て

い
る
黒
板
、
実
物
、
標
本
、
模
型
、
地
図
、
掛
図
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・

Ｏ
Ｈ
Ｐ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
電
子
黒
板
等
の
情
報
機
器
、
教
科
書
、
運
動
用
具
、

文
具
、
玩
具
、
校
舎
・
校
庭
・
教
室
・
教
室
備
品
お
よ
び
そ
れ
ら
の
空
間
的
配

置
、
制
服
・
服
装
、
こ
ど
も
の
玩
具
、
乳
幼
児
の
服
装
、
な
ど
が
教
育
文
化
の

分
析
対
象
に
含
ま
れ
る
。 

 

四
．
教
育
の
比
較
考
察 

  

前
節
で
試
み
た
教
育
文
化
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、日
常
性
、自
明
性
で
あ
る
。

日
常
的
、
自
明
的
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
教
育
文
化
と
日
常
的
に
接
し
て
い

る
当
事
者
は
そ
の
教
育
文
化
が
も
つ
特
質
に
気
づ
い
た
り
自
覚
し
た
り
す
る
こ

と
が
、
却
っ
て
困
難
と
な
る
。
教
育
文
化
に
け
る
「
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
」

(

6)

で
あ
る
。
こ
の
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
を
克
服
す
る
の
に
有
効
な
の
が

比
較
考
察
で
あ
る
。 

 

教
育
の
比
較
考
察
は
、
併
置
比
較(

7)

で
あ
れ
、
関
係
比
較(

8)

で
あ
れ
、

お
お
よ
そ
、
図
１
の
よ
う
な
比
較
モ
デ
ル
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

ま
ず
、左
側
の
Ａ
国
の
教
育
事
象
に
注
目
す
る
と
、そ
の
国
に
は
教
育
哲
学
、 

                   

図１ 教育の比較考察モデル 



―5― 

教
育
思
想
、
教
育
理
念
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
国
家
レ
ベ
ル
で
教
育
政
策

が
審
議
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
答
申
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
教
育
は
こ
う
あ

る
べ
き
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
、
望
ま
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（desired 

curriculum

）
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
、
教
育
関
連
法
令
が
改
正
・

整
備
さ
れ
、
具
体
的
な
教
育
施
策
が
施
行
さ
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
学
校
や

学
級
の
い
わ
ゆ
る
教
育
現
場
で
は
、
実
際
に
教
育
実
践
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
学
ぶ
。
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
際
の
場
面
に
適
用
さ
れ

る
の
で
あ
る
（implemented curriculum
）。
そ
の
結
果
と
し
て
知
識
・
技
能
・

態
度
な
ど
の
学
力
が
子
ど
も
の
身
に
つ
き
子
ど
も
は
成
長
す
る
。
そ
し
て
、
何

が
修
得
さ
れ
た
か
と
い
う
結
果
と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（acquired 

curriculum

）
が
議
論
さ
れ
る
。 

 

も
っ
と
も
、
哲
学
・
思
想
・
理
念
か
ら
学
び
の
結
果
へ
と
一
方
通
行
的
に
影

響
が
及
ぶ
と
は
限
ら
な
い
。
教
育
実
践
の
現
実
が
国
家
レ
ベ
ル
の
教
育
の
審
議

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
り
、
子
ど
も
の
学
び
の
現
実
か
ら
教
育
思
想
や
教

育
理
念
が
論
じ
ら
れ
た
り
す
る
。 

 

図
１
の
右
側
に
は
、右
記
に
対
応
し
た
Ｂ
国
の
教
育
事
象
が
配
置
し
て
あ
る
。

教
育
の
比
較
分
析
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
事
象
を
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
Ａ
国
の
学
級
で
の
教
育
実
践
と
Ｂ
国
の
学
級
で
の
教
育
実
践
の
比

較
、
あ
る
い
は
、
Ａ
国
の
答
申
と
Ｂ
国
の
答
申
の
比
較
で
あ
る
。
Ａ
国
の
理
想

が
表
現
さ
れ
て
い
る
答
申
と
Ｂ
国
の
現
実
の
教
育
実
践
を
比
較
す
る
こ
と
は
ア

ン
フ
ェ
ア
で
あ
る
。 

 

対
応
す
る
事
象
同
士
を
比
較
す
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
、
国
レ
ベ
ル
で

提
示
さ
れ
た
答
申
が
、
い
か
に
教
育
現
場
に
反
映
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
学

び
の
実
態
が
い
か
に
教
育
施
策
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
関
係

性
の
観
点
で
の
比
較
も
可
能
で
あ
る
。 

 

比
較
分
析
で
は
、
ま
ず
、
二
国
の
対
応
す
る
教
育
事
象
な
い
し
は
教
育
事
象

関
係
を
記
述
し
、
そ
れ
ら
の
ど
こ
が
類
似
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
ど
こ
が
相

違
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
次
に
、
な
ぜ
そ
れ
が
違
う
の
か
、
な
ぜ
そ
れ
ら

が
同
じ
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
教
育
事
象
を
別
の
教
育
事
象
で
説

明
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
教
育
事
象
に
影
響
を
与
え
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
背
景
な
り
文
脈
な
り
を
加
味
し
た
包
括
的
全
体

的
な
考
察
を
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

ま
た
、
た
と
え
ば
、
学
校
給
食
の
有
無
だ
け
を
問
え
ば
、
日
本
で
も
ア
メ
リ

カ
で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
日
本
で
は
学
校
給
食

が
、
教
育
の
一
貫
と
し
て
、
さ
ら
に
は
望
ま
し
い
集
団
形
成
の
指
導
の
一
貫
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
福
祉
的
文
脈
で
栄
養
補
給

が
主
な
目
的
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
日
本
の

子
ど
も
が
小
学
校
に
入
学
す
る
際
に
祖
父
母
等
が
買
い
与
え
る
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
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ン
ド
セ
ル
と
、
お
菓
子
や
文
房
具
が
入
っ
た
袋
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ー
ル
・

チ
ュ
ー
テ
と
は
、
ま
っ
た
く
違
う
品
物
で
あ
る
が
、
そ
の
果
た
す
機
能
や
象
徴

的
な
意
味
合
い
は
日
独
共
通
し
て
い
る
。 

 

給
食
の
比
較
の
よ
う
に
、
表
面
的
な
類
似
点
と
相
違
点
の
考
察
を
さ
ら
に
深

め
て
、
事
象
と
し
て
は
外
面
上
類
似
し
て
い
る
が
、
二
国
に
お
い
て
文
脈
的
な

意
味
や
理
由
が
違
っ
て
い
る
こ
と
、
逆
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
と
シ
ュ
ー
ル
・
チ
ュ

ー
テ
の
比
較
の
よ
う
に
、
表
面
的
に
は
相
違
し
て
い
る
が
、
文
脈
的
な
意
味
や

理
由
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合

で
も
、
類
似
の
理
由
、
相
違
の
理
由
、
類
似
の
中
に
相
違
が
見
出
さ
れ
る
理
由
、

相
違
の
中
に
類
似
が
見
出
さ
れ
る
理
由
を
考
察
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
背
景
な
り
文
脈
か
ら
の
分
析
が
必
須
で
あ
る
。 

 

五
．
深
層
構
造 

 

こ
の
よ
う
に
、教
育
の
比
較
分
析
を
行
う
際
に
、わ
れ
わ
れ
の
研
究
会
で
は
、

教
育
の
現
象
を
、
い
っ
た
ん
「
表
層
構
造
」
と
「
深
層
構
造
」
と
に
分
類
し
た
。

「
表
層
構
造
」
に
は
、
教
育
思
想
や
教
育
制
度
、
学
力
調
査
等
の
文
献
に
残
り

や
す
い
事
象
が
含
め
ら
れ
る
。
比
較
教
育
学
の
研
究
対
象
と
し
て
一
般
的
に
議

論
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。
本
研
究
会
で
は
、
教
育
の
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
着
目

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
素
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
日
常
的
な
教
育
慣
行
や
実
態

に
迫
る
こ
と
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
「
モ
ノ
」
や
「
コ
ト
」
の
う
ち
、

比
較
的
把
握
し
や
す
い
「
モ
ノ
」
や
「
コ
ト
」
も
「
表
層
構
造
」
に
含
ま
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
慣
行
や
実
態
を
支
え
る
基
盤
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、

そ
れ
ゆ
え
、
慣
行
や
実
態
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
も
の
を
、「
深
層
構

造
」
と
定
義
し
た
。 

 

教
育
文
化
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
よ
り
観
察
し
や
す
い
教
育
文
化
は
「
表
層

構
造
」
の
教
育
文
化
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、
直
接
的
に

は
観
察
し
に
く
い
教
育
文
化
は
「
深
層
構
造
」
に
お
け
る
教
育
文
化
と
み
な
さ

れ
る
。
深
層
構
造
の
教
育
文
化
の
さ
ら
に
基
底
に
は
、
よ
り
深
い
層
に
あ
る
教

育
文
化
や
教
育
に
深
く
関
連
し
て
い
る
一
般
的
な
文
化
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の

深
部
に
は
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
よ
り
広
義
の
文
化
が
存
在
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。 

 

「
深
層
構
造
」
と
い
う
概
念
は
、
も
と
も
と
、
言
語
学
者
の
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

（Noam Chomsky)

がAspects of the theory of syntax,  M.I.T. Press, 

1965

（
安
井
稔
訳
『
文
法
理
論
の
諸
相
』
研
究
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
中
で
変

形
生
成
文
法
の
説
明
を
す
る
際
に
用
い
た
概
念
で
あ
る
。
当
時
、
チ
ョ
ム
ス
キ

ー
は
、
意
味
解
釈
を
決
定
す
る
「
深
層
構
造
」（deep structure

）
と
音
声
解

釈
を
決
定
す
る
「
表
層
構
造
」（surface structure

）
と
を
設
定
し
、
深
層

構
造
に
「
受
動
化
変
形
」
な
ど
の
変
形
規
則
に
基
づ
い
て
形
式
的
操
作
が
繰
り
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返
し
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
表
層
構
造
が
生
成
さ
れ
、
そ
れ
が
音
声
へ
の
出

力
と
な
る
と
説
明
し
、
そ
の
論
証
を
試
み
た
。
そ
の
後
、
言
語
学
者
の
間
で
は
、

生
成
過
程
で
適
用
さ
れ
る
変
形
規
則
の
特
定
に
関
す
る
議
論
や
深
層
構
造
の
み

が
意
味
解
釈
を
決
定
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
論
争
が
展
開
さ
れ
た
が
、
本
研

究
会
で
は
、「
深
層
構
造
」「
表
層
構
造
」
と
い
う
表
現
を
教
育
文
化
研
究
に
借

用
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
教
育
文
化
の
解
明
に
お
い
て
「
深
層
構
造
」

「
表
層
構
造
」
と
い
う
概
念
を
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、
改
め
て
概
念
の
吟
味

が
必
要
で
あ
る
。 

 

ま
ず
「
深
層
」「
表
層
」
と
い
う
対
立
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
深
層
」
と
は
、

教
育
文
化
な
ど
が
、よ
り
、
、
深
い
と
こ
ろ
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
指
し
、「
表
層
」

と
は
、
そ
れ
ら
が
、
よ
り
、
、
表
面
に
近
い
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
観
測
や
把
握
が
よ
り
し
や
す
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
相
対

的
な
呼
称
で
あ
り
、「
深
層
」
と
「
表
層
」
の
境
界
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
あ
る
「
表
層
構
造
」
か
ら
相
対
的
に
「
深
層
構
造
」
と
み
な
さ
れ

た
も
の
で
も
、
そ
れ
が
よ
り
範
囲
の
広
い
視
野
か
ら
捉
え
な
お
さ
れ
れ
ば
、
そ

れ
が
、
他
の
よ
り
深
部
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
相
対
的
に
「
表
層
構
造
」
と
な

る
こ
と
が
あ
る
。 

 

次
に
、「
深
層
構
造
」
の
中
の
「
構
造
」
と
い
う
概
念
も
補
足
説
明
が
必
要
で

あ
る
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
が
深
層
「
構
造
」
と
し
た
の
は
、
言
語
の
構
文
（sentence 

structure

）
も
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
会
が
教
育

文
化
の
分
析
に
「
構
造
」
と
い
う
文
言
を
用
い
る
際
に
は
、
言
語
の
「
構
文
」

の
よ
う
な
も
の
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し
抽
象
的
な
概
念
を

想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
構
造
主
義
の
「
構
造
」
概
念
に
近
い
。 

 

社
会
人
類
学
者
の
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
（Claude Lévi-Strauss

）
は
婚

姻
体
系
の
中
に
「
交
換
」
の
構
造
を
見
出
し
、
文
化
の
中
に
潜
在
し
て
い
る
既

定
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
「
構
造
」
は
、
当
事
者
で
さ
え
、
否
、
当
事

者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
存
在
に
気
づ
く
こ
と
は
な
い
が
、
現
実
と
し
て
、

人
々
の
思
考
や
行
動
様
式
は
こ
の
構
造
の
支
配
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

目
に
見
え
な
い
、
隠
れ
た
論
理
を
発
見
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
普
遍
的
な
事

象
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
が
構
造
主
義
で
あ
る
。 

 

教
育
文
化
研
究
に
お
け
る
「
深
層
構
造
」
概
念
で
は
、
こ
の
構
造
主
義
の
「
構

造
」
概
念
、
す
な
わ
ち
、
当
事
者
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
当
事
者
の
教
育
観

や
教
育
慣
行
を
規
定
し
て
い
る
よ
う
な「
構
造
」に
着
目
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

表
層
構
造
や
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
時
間
軸
に
配
置
し
て
展
開
さ

せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
層
に
あ
る
教
育
思
想
、
教

育
制
度
、
そ
し
て
、
表
層
に
あ
る
「
モ
ノ
」
や
「
コ
ト
」
は
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
。
た
と
え
ば
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年

に
か
け
て
は
、
子
ど
も
観
や
教
育
を
受
け
る
権
利
・
義
務
の
考
え
方
、
学
校
制
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度
、
教
授
方
法
は
大
き
く
変
化
を
と
げ
た
が
、
こ
の
変
化
は
そ
の
後
ど
ん
ど
ん

加
速
し
、
現
在
も
な
お
急
激
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
同

様
で
、
黒
板
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
電
子
黒
板
に
な
り
、
石
盤
の
代
わ
り
に
ノ

ー
ト
が
使
わ
れ
、
現
在
で
は
、
生
徒
の
学
習
用
ス
レ
ー
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も

登
場
し
て
き
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
表
面
上
は
ど
ん
な
に
激
し
く
変
化
し
て
い
て
も
、
根
本
的
な
教
育

観
や
学
習
観
、
教
育
慣
行
の
指
向
性
に
着
目
す
る
と
、
実
は
、
五
〇
年
前
、
一

〇
〇
年
前
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
当
事
者
は
目
の
前
の
変

化
に
と
ら
わ
れ
て
新
し
い
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
よ
う
思
い
こ
ん
で
い
る
が
、

実
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
五
〇
年
前
、
一
〇
〇
年
前
と
変
わ
ら
な
い
考
え
方
や

行
動
の
し
か
た
を
し
て
い
る
。
表
層
の
著
し
い
変
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
時
代
を

越
え
て
人
々
の
教
育
活
動
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
も
の
が
深
層
構
造
と
し

て
の
教
育
文
化
で
あ
る
。 

 

図
２
は
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
時
間
軸
的
展
開
を
図
式
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
時
点
と
現
在
の
時
点
に
お
け
る
「
モ
ノ
」

「
コ
ト
」
を
分
析
す
れ
ば
、
時
代
と
と
も
に
表
面
的
に
著
し
く
変
化
し
て
い
く

教
育
文
化
と
、
時
代
を
越
え
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
深
層
構
造
に
あ
る
教

育
文
化
を
特
定
で
き
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
た
と
え
ば
二
国
お
け
る
比
較
分
析

を
行
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
特
徴
的
な
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を 

                   

図２ 深層構造としての教育文化 時間軸的展開 
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解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
特
質
が
把
握
で

き
れ
ば
、
今
後
新
し
い
教
育
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
教
育
方
法
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
際
に
、
そ
れ
が
そ
の
国
の
深
層
構
造
に
あ
る
教
育
文
化
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
予
め
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
新
し
い
技
術
の
導
入
の
度
に
何

十
年
に
も
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
て
き
た
同
じ
失
敗
を
回
避
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

こ
こ
ま
で
は
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
時
代
変
遷
に
よ
っ
て
も
変

化
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
も
の
、
つ
ま
り
、
静
的
・
固

定
的
な
も
の
で
あ
る
と
前
提
し
て
き
た
。
し
か
し
、
一
方
、
時
間
軸
の
範
囲
を

二
〇
〇
年
、
五
〇
〇
年
に
拡
大
し
て
鳥
瞰
す
れ
ば
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育

文
化
も
、
緩
や
か
で
は
あ
る
が
変
化
し
て
い
る
と
も
見
做
せ
る
。
そ
れ
は
、
あ

た
か
も
、
海
の
水
が
表
面
で
は
速
度
の
速
い
潮
流
と
な
っ
て
観
測
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
深
層
の
海
水
は
ゆ
っ
く
り
と
海
底
を
動
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
海
底
の
深
層
海
水
の
動
き
が
表
層
の
海
水
の
動
き
に
景
況
し
て
い
る
こ
と

に
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

図
２
で
、
一
八
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
の
二
〇
〇
年
間
の
変
化
に
着
目
す
れ

ば
、
深
層
構
造
に
あ
る
教
育
文
化
と
い
え
ど
も
、
緩
や
か
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
緩
慢
な
変
化
も
考
察
の
対
象

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
変
化
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
現
在
か
ら
将

来
に
向
け
て
の
傾
向
が
予
測
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

図
２
で
は
、
表
層
構
造
の
直
下
に
あ
る
深
層
構
造
の
さ
ら
に
下
に
、
も
う
ひ

と
つ
別
の
深
層
構
造
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
最
深
の
深
層
構
造
は
五
〇
〇
年

単
位
で
見
て
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
不
変
の
教
育
文
化
で
あ
る
。 

 

な
お
、
歴
史
学
の
「
長
期
持
続
」
と
深
層
構
造
の
時
間
軸
的
展
開
と
は
類
似

点
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
す
る
。 

 

こ
こ
ま
で
は
、
国
が
違
え
ば
、
そ
の
国
に
固
有
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育

文
化
が
あ
る
と
い
う
前
提
で
論
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
深
層
構
造
の
不
変

性
・
普
遍
性
を
空
間
軸
的
に
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
が
図
３
で

あ
る
。 

 

表
面
的
に
比
較
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
日
本
と
韓
国
と
で
は
相
違
点
が
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
表
面
上
の
相
違
に
過
ぎ
な
い
と
仮
定
し
て
、
両
国
の

教
育
文
化
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
「
深
層
構
造
」
を
探
求
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
複
数
文
化
に
共
通
の
深
層
構
造
が
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。そ
れ
は
、文
明
圏
レ
ベ
ル
の
国
々
の
共
通
項
を
求
め
る
こ
と
で
あ
り
、

同
時
に
文
明
圏
レ
ベ
ル
の
比
較
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、

人
類
普
遍
の
深
層
構
造
が
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
図
３
の
最
下
部

に
あ
る
深
層
構
造
）。 

 

英
語
や
韓
国
語
は
表
面
上
、
ま
っ
た
く
違
う
言
語
で
あ
る
が
、
チ
ョ
ム
ス
キ

ー
は
、
深
層
構
造
に
お
い
て
は
、
両
言
語
に
共
通
す
る
普
遍
的
な
言
語
が
存
在 
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し
、
そ
れ
が
表
層
に
展
開
さ
れ
る
過
程
で
、
言
語
固
有
の
展
開
規
則
が
適
用
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
表
層
に
お
い
て
著
し
い
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
説
明
し

て
い
る
。
図
３
で
は
、
人
類
に
普
遍
的
な
教
育
文
化
の
存
在
が
、
最
下
部
の
深

層
構
造
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
仮
定
と
類
似

し
て
い
る
。 

  

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
は
、
こ
の
よ
う
に
時
間
軸
的
に
も
、
空
間
軸

的
に
も
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
、
深
層
の
深
度
の
採
り
方
に

よ
っ
て
は
、
時
間
的
に
不
変
な
構
造
、
あ
る
い
は
、
空
間
的
に
普
遍
的
な
構
造

を
追
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
学
問
追
究
の
目
標
と
し
て
は
魅
力
的
で
あ

る
が
、
一
方
で
、
そ
の
究
明
に
は
膨
大
な
資
料
と
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
、こ
の
よ
う
な
不
変
・
普
遍
の
深
層
構
造
の
存
在
可
能
性
を
想
定
し
つ
つ
も
、

当
面
は
比
較
的
考
察
が
容
易
な
深
層
構
造
の
解
明
か
ら
始
め
る
こ
と
が
現
実
的

で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
観
察
が
容
易
な
表
層
構
造
に
比
べ

て
少
し
だ
け
深
部
に
あ
る
深
層
構
造
を
対
象
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
五

〇
年
未
満
と
い
っ
た
比
較
的
短
期
間
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
る
深
層
構
造
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
〇
〇
年
以
上
の
比
較
的
長

期
間
に
お
い
て
は
緩
や
か
に
変
化
し
て
い
る
深
層
構
造
で
も
あ
る
。
ま
た
、
そ

れ
は
、
比
較
す
る
国
（
地
域
）
ご
と
に
固
有
の
深
層
構
造
が
存
在
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。   

図３ 深層構造としての教育文化 空間軸的展開 
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六
．
長
期
持
続 

 

図
２
の
時
間
的
展
開
で
と
ら
え
る
深
層
構
造
の
概
念
は
、
ブ
ロ
ー
デ
ル

（Fernand Braudel

）
の
「
長
期
持
続
（la longue durée

）」
に
似
て
い
る
。 

 

ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、
歴
史
的
事
象
の
時
間
性
に
注
目
し
、
そ
れ
を
「
短
期
持
続
」

「
中
期
持
続
」「
長
期
持
続
」
の
三
つ
に
区
分
し
た
。
そ
し
て
、「
短
期
持
続
」

と
は
、
一
回
か
ぎ
り
の
歴
史
的
事
実
す
な
わ
ち
「
事
件
」
で
あ
り
、「
中
期
持
続
」

と
は
、
時
々
刻
々
動
き
な
が
ら
も
一
定
の
周
期
を
示
す
「
複
合
状
況
」
で
あ
り
、

「
長
期
持
続
」
と
は
、
事
件
や
複
合
状
況
の
深
部
に
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
動
か

な
い
「
構
造
」
で
あ
る
と
し
た(

9)

。 

 

図
２
の
深
層
構
造
と
の
類
似
点
は
、
ま
ず
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
が
歴
史
的
事
象
を

短
期
的
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
「
短
期
持
続
」
に
属
す
る
「
事
件
」
と
、

「
容
易
に
変
化
せ
ず
、
時
間
に
よ
っ
て
す
り
減
ら
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
、
非

常
に
長
い
間
、
時
間
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
い
く
現
実
」(

10)

と
に
相
対
的
に
区

別
し
て
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
自
身
は
、
使
い
方
が
曖
昧
で
あ
っ
た
と
認
め
て
い
る
も

の
の
、「
無
意
識
、
日
常
性
、
構
造
、
深
層
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
『
物
質
文

明
・
経
済
・
資
本
主
義
、
一
五
―
一
八
世
紀
』
の
第
一
巻
「
日
常
性
の
構
造
」

で
使
っ
て
い
る(

11

)

点
も
、
深
層
構
造
の
概
念
と
似
て
い
る
。
彼
は
、「
習
慣

（l'habitude

）」、「
慣
習
的
行
動
（la routine

）」(

12)

と
い
う
表
現
も
使

っ
て
お
り
、「
日
常
性
、生
活
の
中
で
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
操
ら
れ
て
い
る
の
に
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
知
る
こ
と
す
ら
な
い
も
の
。
わ
れ
わ
れ
の
は
っ
き
り
と
し

た
意
識
の
外
で
起
こ
っ
て
い
る
。
人
間
は
腰
の
上
ま
で
日
常
性
の
中
に
浸
か
っ

て
い
る
の
だ
と
私
は
思
う
」(

13)

と
も
述
べ
て
い
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
ら
「
構
造
主
義
」

に
お
け
る
「
構
造
」
と
は
、
一
線
を
画
し
て
い
る
旨
も
述
べ
て
お
り(

14)

、
際

限
な
く
究
極
的
な
法
則
性
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。

そ
の
か
わ
り
、
慣
習
的
行
動
を
規
定
す
る
構
造
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
も
、「
長

期
持
続
」「
中
期
持
続
」「
短
期
持
続
」
す
べ
て
の
層
の
歴
史
を
分
析
し
て
い
る
。

『
地
中
海
』
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
時
間
的
に
不
変
で
空
間
的
に
普

遍
で
あ
る
深
層
構
造
を
際
限
な
く
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
、
表
層

に
近
い
位
置
に
あ
る
深
層
構
造
に
着
目
し
よ
う
と
す
る
本
研
究
会
の
立
場
と
も

共
通
す
る
。 

 

一
方
、
深
層
構
造
と
長
期
持
続
と
の
相
違
点
と
し
て
、
発
想
の
始
点
の
違
い

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ロ
ー
デ
ル
は
歴
史
研
究
者
で
あ
り
、
歴
史
は
時

間
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。「
長
期
持
続
」
も
最
初

か
ら
変
化
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
、「
長
期

持
続
」
で
は
、
そ
の
変
化
が
「
短
期
持
続
」
に
比
べ
て
緩
慢
で
あ
る
と
い
う
捉

え
方
を
し
て
い
る
。
一
方
、
わ
れ
わ
れ
の
深
層
構
造
の
概
念
で
は
、
い
っ
た
ん
、
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深
層
構
造
は
止
ま
っ
て
い
る
と
捉
え
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
長
期
的
に
鳥
瞰

す
れ
ば
深
層
構
造
も
緩
や
か
に
変
化
し
う
る
と
考
え
る
。
結
果
と
し
て
は
、
ブ

ロ
ー
デ
ル
の
「
長
期
持
続
」
も
深
層
構
造
も
同
じ
よ
う
な
緩
慢
な
変
化
を
指
す

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
始
点
に
お
け
る
発
想
が
逆
に
な
っ
て
い
る
点

が
違
っ
て
い
る
。 

 

七
．
深
層
構
造
の
概
念
を
用
い
た
考
察 

 

本
節
で
は
、
主
に
ふ
た
つ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教

育
文
化
の
概
念
を
使
っ
た
考
察
の
可
能
性
を
示
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
ひ
と
つ
め
は
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
に
、
教
育
・
学
習
場

面
に
お
け
る
、
音
声
言
語
と
文
字
言
語
の
果
た
す
役
割
を
と
り
あ
げ
た
例
で
あ

る
。 

 

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
筆
記
具
等
の
「
モ
ノ
」「
コ
ト
」
に
着
目
し
、(
ⅰ)

江
戸

時
代
は
、
教
育
内
容
も
教
育
方
法
も
文
字
を
書
い
て
学
ぶ
教
育
文
化
で
あ
っ
た

こ
と
、(

ⅱ)

西
洋
で
は
音
声
中
心
の
教
育
方
法
が
発
達
し
た
こ
と
、(

ⅲ)

日
本

は
明
治
初
期
に
音
声
中
心
の
教
育
方
法
を
導
入
し
て
、 

一
時
期
、
文
字
に
よ
る

学
習
文
化
が
断
絶
し
た
こ
と
、(

ⅳ)

石
盤
の
日
本
的
な
利
用
に
よ
り
文
字
に
よ

る
学
習
文
化
が
復
活
し
た
こ
と
、(

ⅴ)

明
治
三
〇
年
代
に
紙
の
価
格
が
安
く
な

り
子
ど
も
用
の
帳
面
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
に
よ
る
学
習
文
化
が
継

続
し
た
こ
と
、(

ⅵ)

試
験
制
度
か
ら
見
た
比
較
考
察
で
も
筆
記
試
験
と
い
う
文

字
に
よ
る
文
化
が
根
強
い
こ
と
、(

ⅶ)

現
在
の
日
米
の
中
学
校
の
数
学
の
授
業

に
お
い
て
、
教
師
や
生
徒
の
黒
板
の
使
用
頻
度
が
日
本
の
授
業
で
は
ア
メ
リ
カ

に
比
べ
て
約
二
倍
で
あ
る
こ
と
、(

ⅷ)

大
学
の
初
修
外
国
語
の
授
業
で
も
日
本

で
は
文
字
に
よ
る
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
た(

15)

。
筆
者
は
さ
ら
に
、
一
見
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
見
え
る
上
記
の(

ⅰ)

～

(

ⅷ)

の
教
育
実
態
を
表
層
構
造
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
の
整
合
性
を
説
明
す
る

た
め
に
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
文
字
と
音
声
の
視
点
か
ら
分
析
し

た(

16)

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
語
は
、
英
語
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
は
も
と

よ
り
、
中
国
語
や
韓
国
語
に
比
較
し
て
も
文
字
依
存
性
が
非
常
に
強
く
、
音
声

だ
け
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自
立
し
に
く
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
江
戸
時
代
の
学
習
方
法
と
学
習
内
容
が
書
い
て
学
ぶ
こ
と
が
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
、
音
声
言
語
に
依
存
す
る
西
洋
流
の
教
育
方
法
が
明
治
初
期
に
移
入

さ
れ
て
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
石
盤
と
い
う
道
具
が
日
本
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
い
て
学
ぶ
文
化
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
、
現

在
に
お
い
て
も
板
書
な
ど
で
日
本
の
授
業
で
は
よ
り
多
く
の
文
字
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
の
表
層
構
造
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

最
近
、
国
語
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
音
声
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
文
字
を
解
さ

な
い
音
声
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
フ
リ
ッ
プ
等
で

文
字
を
併
用
し
な
が
ら
音
声
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
練
習
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
の
展
望
が
、
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
解
明
す

る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
な
る
。 

 

も
う
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
本
号
に
所
収
の
「
韓
国
に
お
け
る
学
校
掃
除
―

現
状
と
そ
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
―
」（
第
四
章
、
出
羽
孝
行
）
を
取
り
上
げ

る
。 

 

出
羽
に
よ
る
と
、
韓
国
で
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
教
育
の
一
環
と
し
て
学

校
掃
除
を
児
童
生
徒
に
行
わ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
と
違
っ
て
、
韓
国
で

は
、
全
員
が
掃
除
を
す
る
の
で
は
な
く
、
給
食
当
番
等
の
他
の
役
割
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
掃
除
当
番
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
掃
除
の
役
割

分
担
が
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
何
に
取
り
組
む
か
が
明
確
に

決
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
。 

 

一
方
、
日
本
で
は
、
学
校
掃
除
は
、
特
別
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
特
別
活
動
の
目
標
が
、
学
習
指
導
要
領
で
、「
望
ま
し
い
集
団
活
動

を
通
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
集
団
の
一

員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践
的
な

態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
、
自
己

を
生
か
す
能
力
を
養
う
。」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
校
掃
除
も
、「
望

ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
」、「
集
団
の
一
員
」
と
し
て
行
う
こ
と
が
目
指
さ

れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
日
本
固
有
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
は
、「
望
ま
し
い
集
団

活
動
を
通
し
て
」、「
集
団
の
一
員
」
と
し
て
行
う
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動

と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
す
る
韓
国
固
有

の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
は
、
協
調
性
が
求
め
ら
れ
る
場
合
も
、
個
人

個
人
が
自
立
的
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

な
お
、
こ
こ
で
は
論
証
を
省
略
す
る
が
、
学
校
教
育
が
担
う
べ
き
守
備
範
囲

と
し
て
、
単
な
る
教
科
学
習
に
留
ま
ら
ず
、
道
徳
、
生
活
指
導
、
健
康
管
理
、

な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
包
括
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
日
本
の
深
層
構

造
と
し
て
の
教
育
文
化
と
し
て
挙
げ
て
よ
い
。 

 

こ
れ
ら
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
が
、
日
韓
で
掃
除
の
分
担
の
さ
せ

方
に
違
い
（
表
層
構
造
）
を
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
羽
も
引

用
し
た
佐
藤
秀
夫
の
説
も
説
明
で
き
る
。
佐
藤
秀
夫
は
、
子
ど
も
に
学
校
の
掃

除
を
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
教
育
的
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
清
掃
作
業
員

を
雇
用
す
る
だ
け
の
経
済
的
条
件
が
整
え
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
子
ど
も
に
清
掃
を
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
そ
し
て
、
後
付
け
的

に
教
育
的
理
由
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
が
正
当
化
さ
れ
た
と
し
て
い
る(

17)

。
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佐
藤
の
説
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。
仮
に
正
し
い
と

し
た
場
合
、な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
正
当
化
が
成
立
し
え
た
か
を
説
明
す
る
の
が
、

前
述
の
深
層
構
造
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
集
団
で
行
う
こ
と
に
価
値
が
置
か
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
教
科
以
外
の
活
動
も
教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
見
な
さ

れ
や
す
い
土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
集
団
と
個
に
か
か
わ
る
日
韓

の
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
の
差
異
は
、
同
じ
く
出
羽
が
本
誌
第
一
一
号

で
論
じ
た
韓
国
の
学
校
給
食
の
様
子
に
も
当
て
は
ま
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
の

給
食
で
は
、
食
べ
始
め
る
前
に
日
直
が
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
号
令
を
か
け
て

か
ら
全
員
が
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
っ
て
一
斉
に
食
べ
始
め
る
。
最
後
の
「
ご

ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
出
羽
に
よ
る
と
、
韓
国
で
は
、

個
々
の
子
ど
も
の
机
に
食
事
が
準
備
さ
れ
し
だ
い
、
順
次
、
個
々
に
食
事
を
始

め
、
食
べ
終
わ
れ
ば
、
個
々
に
片
づ
け
る
、
つ
ま
り
、
一
斉
に
食
べ
始
め
た
り

一
斉
に
片
づ
け
を
始
め
た
り
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。

集
団
を
重
視
す
る
日
本
の
深
層
構
造
と
相
対
的
に
個
の
自
立
を
重
視
す
る
韓
国

の
深
層
構
造
が
、
給
食
の
と
り
か
た
と
い
う
表
層
構
造
に
現
れ
た
例
と
言
え
よ

う
。 

 

こ
の
ほ
か
、
詳
述
は
省
略
す
る
が
、
本
号
に
所
収
の
他
の
論
文
に
も
少
し
ず

つ
触
れ
て
お
く
。 

 

ま
ず
、
二
章
の
「
学
制
期
に
お
け
る
小
学
校
建
築
基
準
の
形
成
（
そ
の
２
）

―
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
影
響
に
つ
い
て
―
」

（
川
口
仁
志
）
は
、
本
誌
第
一
一
号
所
収
の
「
学
制
期
に
お
け
る
小
学
校
建
築

基
準
の
形
成
―
第
一
大
学
区
第
一
回
教
育
会
議
「
学
校
建
築
法
ノ
議
」
の
成
立

に
つ
い
て
―
」
の
続
編
に
あ
た
る
。
学
校
建
築
基
準
に
つ
い
て
、
変
化
し
た
部

分
と
変
化
し
な
か
っ
た
部
分
を
分
析
し
、
前
者
を
表
層
構
造
、
後
者
を
深
層
構

造
の
候
補
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
が
、
と
く
に
第
一
一
号
所
収
分
で
、

ア
メ
リ
カ
の
学
校
建
築
で
は
標
準
的
で
あ
っ
たrecitation room

が
ア
メ
リ

カ
の
基
準
を
モ
デ
ル
に
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
学
校
建
築
基
準
か
ら

は
脱
落
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
添
田
は
、
こ
の
指
摘

に
触
発
さ
れ
、recitation room

が
日
本
で
無
視
さ
れ
た
理
由
を
文
字
言
語

と
音
声
言
語
に
関
わ
る
深
層
構
造
と
し
て
の
学
校
文
化
か
ら
説
明
し
た(

18)

。 

 

第
三
章
「
追
体
験
で
学
ぶ
と
い
う
教
育
の
コ
ト
：
博
物
館
教
育
の
意
味
」（
柴

田
政
子
）
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
の
博
物
館
を
分
析
し
、
展
示

物
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
、
展
示
物
の
説
明
プ
レ
ー
ト
そ
の
も
の
以
外
に
も
、

博
物
館
の
建
物
の
構
造
、
立
地
等
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
お
り
、
そ
れ
が

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

博
物
館
・
美
術
館
（museum

）
は
、
た
と
え
ば
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
（
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
）
は
宮
殿
と
い
う
貴
族
を
象
徴
す
る
建
物
を
利
用
し
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ

美
術
館
（
イ
タ
リ
ア
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
）
は
、
行
政
機
関
の
事
務
所
を
活
用
し
、
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オ
ル
セ
ー
美
術
館
（
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
）
は
近
代
化
の
象
徴
で
あ
る
駅
舎
を
利

用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
柴
田
が
指
摘
す
る
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化

を
反
映
し
て
い
る
例
と
言
え
よ
う
。 

 

五
章
の
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
食
育
政
策
と
実
態
」（
田
中
圭
治
郎
）

で
は
、
ハ
ワ
イ
州
の
食
育
の
実
態
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
の
食
教
育
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
給
食
を
福
祉
の
一
環
と
み
な
す
ア
メ
リ
カ
の
深
層
構
造
と
し
て
の

教
育
文
化
と
、
給
食
を
教
育
の
一
環
と
み
な
す
日
本
の
深
層
構
造
と
し
て
の
教

育
文
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
六
章
「
食
育
を
通
し
て
育
成
す
る
人
間
像
―
北
海
道
・
札
幌
市
に
お
け
る

調
査
分
析
よ
り
―
」（
田
中
潤
一
）
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
に
よ
り
、
幼
児
教

育
段
階
か
ら
食
育
が
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

正
し
い
食
習
慣
の
育
成
、
社
会
性
の
育
成
、
心
身
の
健
康
と
い
っ
た
側
面
が
、

（
保
育
所
・
幼
稚
園
も
含
み
こ
ん
だ
広
義
の
）
学
校
教
育
の
果
た
す
べ
き
大
き

な
役
割
と
広
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
が
存

在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
示
す
よ
う

に
、こ
こ
ま
で
食
文
化
の
指
導
が
計
画
的
に
指
導
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
七
章
「
セ
ー
ラ
ー
服
を
『
結
界
の
し
る
し
』
と
考
え
る
―
深
層
に
生
き
続

け
る
ケ
ガ
レ
観
念
を
探
り
つ
つ
―
」（
岡
本
洋
之
）
は
、
そ
も
そ
も
英
国
海
軍
に

お
い
て
男
子
の
服
で
あ
っ
た
セ
ー
ラ
ー
服
が
な
ぜ
日
本
で
は
少
女
の
み
が
着
る

制
服
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
と
水
引
な
ど
の
形
の

類
似
性
を
手
掛
か
り
に
、「
結
界
」
と
い
う
深
層
構
造
が
影
響
を
与
え
た
の
で
は

な
い
か
と
し
て
い
る
。 

 

第
八
章
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
教
育
文
化
の
分
析
―
子
ど
も
の
服
装
の

歴
史
的
変
遷
を
中
心
に
（
一
）
―
」（
田
中
達
也
）
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ブ
レ
ヒ
ト

の
著
し
た
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
教
育
制
度
の
歴
史
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
図
版

を
手
が
か
り
に
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
子
ど
も
の
服
装
の
変
遷
を
分
析
し
て
お
り
、

主
に
、
大
人
の
服
装
と
の
相
違
点
を
手
掛
か
り
に
、
子
ど
も
観
と
い
っ
た
深
層

構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
を
説
明
し
て
い
る
。 

 

第
九
章
「
モ
ノ
・
コ
ト
と
し
て
の
学
校
再
考
―
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ

て
『
異
な
る
』
も
の
と
し
て
の
学
校
―
」（
伊
井
義
人
・
青
木
麻
衣
子
）
で
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
レ
ス
海
峡
島
嶼
民
に
と
っ
て
の
学
校
観
を
深
層
構
造
と

し
て
の
学
校
文
化
と
し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

第
一
〇
章
「
一
九
世
紀
に
お
け
る
外
国
人
の
日
本
見
聞
―
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行

写
真
家
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ト
ー
ン
の
場
合
①
―
」
で
は
、
ス
ト
ー
ン
の
残
し

た
手
紙
と
写
真
を
手
が
か
り
に
、
一
九
世
紀
末
の
日
本
の
深
層
構
造
と
し
て
の

教
育
文
化
を
考
察
す
べ
く
、
主
に
ス
ト
ー
ン
の
手
紙
を
翻
訳
し
、
そ
の
材
料
を

提
供
し
て
い
る
。 
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八
．
お
わ
り
に 

 

深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化
と
い
う
概
念
は
、分
析
の
ツ
ー
ル
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
、
不
変
か
つ
普
遍
的
な
深
層
構
造
と
は
何
か
と
い
っ
た

こ
と
を
極
め
て
い
る
こ
と
よ
り
も
、
深
層
構
造
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
見
え
て
こ
な
か
っ
た
教
育
文
化
の
特
質
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
深
層
構
造
と
し
て
の
教
育
文
化

と
い
う
概
念
を
用
い
た
分
析
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
言
え
る
。

今
後
も
引
き
続
き
研
究
を
続
け
て
行
き
た
い
。 

   

注 （
1
）「
モ
ノ
」「
コ
ト
」、「
教
育
風
俗
」
等
の
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
比
較
教

育
風
俗
』
再
考
」、
比
較
教
育
風
俗
研
究
会
『
研
究
談
叢
比
較
教
育
風

俗
』
第
一
〇
号
、
一
～
一
七
頁
、
二
〇
〇
七
年
五
月
、
お
よ
び
、「『
モ

ノ
』『
コ
ト
』
に
よ
る
比
較
教
育
史
の
可
能
性
―
学
習
具
の
歴
史
を
事

例
に
―
」、
教
育
史
学
会
五
〇
周
年
記
念
出
版
編
集
委
員
会
編
『
教
育

史
研
究
の
最
前
線
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
七
六
～
二
八
三
頁
、
平

成
二
〇
〇
七
年
三
月
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
2
）Edward Burnett Tylor, Primitive culture : researches into 

the 
development 

of 
mythology, 

philosophy, 
religion, 

language, art, and customm, London : Murray,1920, p.1.  

（
3
）『
縮
刷
版 

社
会
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
、
七
八
三
頁
。 

（
4
）
石
川
実
・
井
上
忠
司
編
著
『
生
活
文
化
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思

想
社
、
一
九
九
八
年
、
五
頁
。 

（
5
）
佐
藤
秀
夫
『
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
が
学
校
を
変
え
た
』
平
凡
社
、
一
九
八
八

年
、
一
一
頁
。 

（
6
）
慣
れ
て
い
な
い
騒
音
は
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
が
、
た
と
え
ば
飛
行

場
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
は
案
外
平
気
な
顔
を
し
て
い
る
。こ
れ
ら

は
、「
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う

に
、
毎
日
、
日
常
的
に
起
こ
る
こ
と
や
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ

と
は
、
意
識
さ
れ
に
く
く
、
分
析
の
対
象
に
な
り
に
く
い
。
比
較
研
究

や
歴
史
研
究
は
、
こ
う
い
っ
た
「
習
慣
化
に
よ
る
受
信
濾
過
」
の
影
響

を
受
け
て
ふ
だ
ん
は
意
識
は
さ
れ
な
い
も
の
の
実
は
重
要
な
意
味
を

も
つ
事
象
を
顕
在
化
さ
せ
る
効
用
を
も
つ
。
な
お
、「
習
慣
化
に
よ
る

受
信
濾
過
」の
観
点
に
留
意
し
た
教
育
史
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

添
田
晴
雄
「『
モ
ノ
』『
コ
ト
』
に
よ
る
比
較
教
育
史
の
可
能
性
―
学
習

具
の
歴
史
を
事
例
に
―
」〔
教
育
史
学
会
五
〇
周
年
記
念
出
版
編
集
委
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員
会
編
『
教
育
史
研
究
の
最
前
線
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
七
六
～

二
八
三
頁
、
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
7
）
併
置
比
較
に
は
、
あ
る
一
国
（
地
域
）
と
別
の
国
（
地
域
）
の
ふ
た
つ

を
併
置
し
て
行
う
比
較
、
数
国
（
地
域
）
を
併
置
し
て
行
う
比
較
、
多

数
の
国
（
地
域
）、
多
く
は
一
〇
以
上
の
国
（
地
域
）
を
横
断
し
て
行

う
比
較
が
あ
る
。
多
数
国
（
地
域
）
の
併
置
比
較
に
は
統
計
的
定
量
的

分
析
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。 

（
8
）
あ
る
国
（
地
域
）
の
教
育
情
報
が
別
の
国
（
地
域
）
に
ど
の
よ
う
に
伝

わ
り
、教
育
借
用
と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
容
ま
た
は
変
容
さ
れ
た
か
を

分
析
す
る
比
較
。留
学
生
な
ど
国
境
を
越
え
た
人
物
を
対
象
と
し
た
関

係
比
較
研
究
も
あ
る
。 

（
9
）
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
／
金
塚
貞
文
訳
『
歴
史
入
門
』
太
田
出
版
、

一
九
九
五
年
、
一
七
頁
の
注
。 

（
10
）
竹
岡
敬
温
「『
ア
ナ
ー
ル
』
学
派
と
『
新
し
い
歴
史
』（
竹
岡
敬
温
・
川

北
稔
編
『
社
会
史
へ
の
途
』
有
斐
閣
選
書
、
一
九
九
五
年
）、
二
六
頁
。 

（
11
）
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
／
金
塚
貞
文
訳
『
歴
史
入
門
』
太
田
出
版
、

一
九
九
五
年
、
一
七
頁
。 

（
12
）
同
右
書
、
一
八
頁
。 

（
13
）
同
右
書
、
一
八
頁
。 

（
14
）
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ブ
ロ
ー
デ
ル
／
浜
名
優
美
訳
『
地
中
海
Ⅴ
出
来
事
、
政

治
、
人
間
２
』
藤
原
書
店
、
一
九
九
五
年
、
一
九
四
頁
。 

（
15
）
拙
稿
「
筆
記
具
の
変
遷
と
学
習
」（
石
附
実
編
著
『
近
代
日
本
の
学
校

文
化
誌
』
思
文
閣
出
版
、
一
四
八
～
一
九
五
頁
、
一
九
九
二
年
）、「
言

語
か
ら
見
た
中
国
・
日
本
・
西
欧
の
試
験
の
比
較
文
化
史
―
筆
記
試
験

と
口
述
試
験
」（
山
口
久
和
・
添
田
晴
雄
編
『
試
験
制
度
か
ら
見
た
教

育
文
化
と
知
識
人
社
会
』大
阪
市
立
大
学
文
学
研
究
科
都
市
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
、
四
九
～
六
二
頁
、
二
〇
〇
七
年
）、「
教
授
・
学
習
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の
板
書
等
と
音
声
言
語
使
用
か
ら
み
た
授
業
文
化
比
較
の

試
み
―
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
日
米
数
学
授
業
ビ
デ
オ
を
手
が
か
り
に
―
」（
大

阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科『
人
文
研
究
』第
五
五
巻
第
三
分
冊
、

八
九
～
一
一
一
頁
、
二
〇
〇
四
年
）、「
教
授
・
学
習
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
書
記
言
語
と
音
声
言
語
の
使
用
か
ら
見
た
初
修
外
国
語
授
業
の
分

析
―
―
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
利
用
し
た
多
様
な
教
授
場
面
に
お
け
る
教
授
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
て
―
―
」（
平
成
一
七
～
一
八
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究(

Ｃ)

）
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表

者 

井
狩
幸
男
）『
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
を
利
用
し
た
外
国
語
学
習
の
可
能
性
に

関
す
る
実
証
的
研
究
』、
五
九
～
七
〇
頁
、
二
〇
〇
七
年
）。 

（
16
）「
文
字
か
ら
見
た
学
習
文
化
の
比
較
」、
石
附
実
編
著
『
近
代
日
本
の
学
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校
文
化
誌
』
思
文
閣
出
版
、
一
一
五
～
一
四
七
頁
、
一
九
九
二
年
。 

（
17
）
佐
藤
秀
夫
『
学
校
こ
と
は
じ
め
事
典
』
小
学
館
、
一
九
八
七
年
、
一
三

四
～
一
三
五
頁
。 

（
18
）「
暗
誦
（recitation

）
を
め
ぐ
る
日
英
米
教
育
文
化
の
比
較
考
察
―

学
校
建
築
と
教
育
・
学
習
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
音
声
言
語
の
視
点
か
ら

―
」、
日
本
比
較
教
育
学
会
第
四
六
回
大
会
自
由
研
究
発
表
、
神
戸
大

学
六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
七
日
。 



 
 

 
「 

 

比
較
教
育
風
俗
」
第
一
二
号 

執
筆
者
一
覧
（
執
筆
順
） 

  
 
 

 
 
 
 

添
田 

晴
雄
（
大
阪
市
立
大
学
） 

 
 
 

川
口 

仁
志
（
松
山
大
学
） 

 
 
 

柴
田 

政
子
（
筑
波
大
学
） 

 
 
 

出
羽 

孝
行
（
龍
谷
大
学
） 

 
 
 

田
中 

圭
治
郎
（
佛
教
大
学
） 

 
 
 

田
中 

潤
一
（
札
幌
大
谷
大
学
） 

 
 
 

岡
本 

洋
之
（
兵
庫
大
学
） 

 
 
 

田
中 

達
也
（
京
都
栄
養
医
療
専
門
学
校
） 

 
 
 

伊
井 

義
人
（
藤
女
子
大
学
） 

 
 
 

青
木 

麻
衣
子
（
北
海
道
大
学
） 

      

梶
井 

一
暁
（
鳴
門
教
育
大
学
） 

 
 

研
究 

談
叢 




